
(57)【要約】

【課題】基板の表面レベルを揃えるためのトランジショ

ン層の作り込みと研磨を不要にし、工数の増加を回避し

てコストの削減を図る。

【解決手段】厚さ寸法Ｈａの第１の電子部品（３１）と

厚さ寸法Ｈｂ（ただし、Ｈａ＜Ｈｂ）の第２の電子部品

（３２）とを内蔵する電子部品内蔵型多層基板（３０）

において、厚さ寸法Ｘ（ただし、Ｘ＝Ｈａ＋Ｚ；Ｚ＞０

）のコア部材（３５）に寸法Ｘに相当する深さの開口（

３５ａ）を形成してその開口（３５ａ）に前記第１の電

子部品（３１）を入れ、且つ、前記コア部材（３５）と

そのコア部材（３５）に張り合わせた厚さ寸法Ｙ（ただ

し、Ｘ＋Ｙ＝Ｈｂ＋Ｚ）の絶縁樹脂層（３６）とに寸法

Ｘ＋Ｙに相当する深さの開口（３５ｂ、３６ａ）を形成

してその開口（３５ｂ、３６ａ）に前記第２の電子部品

（３２）を入れる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
厚 さ 寸 法 Ｈ ａ の 第 １ の 電 子 部 品 と 厚 さ 寸 法 Ｈ ｂ （ た だ し 、 Ｈ ａ ＜ Ｈ ｂ ） の 第 ２ の 電 子 部 品
と を 内 蔵 す る 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 に お い て 、
厚 さ 寸 法 Ｘ （ た だ し 、 Ｘ ＝ Ｈ ａ ＋ Ｚ ； Ｚ ＞ ０ ） の コ ア 部 材 に 寸 法 Ｘ に 相 当 す る 深 さ の 開 口
を 形 成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 １ の 電 子 部 品 を 入 れ 、
且 つ 、 前 記 コ ア 部 材 と そ の コ ア 部 材 に 張 り 合 わ せ た 厚 さ 寸 法 Ｙ （ た だ し 、 Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋
Ｚ ） の 絶 縁 樹 脂 層 と に 寸 法 Ｘ ＋ Ｙ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 を 形 成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 ２ の
電 子 部 品 を 入 れ る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ ア 部 材 は 、 熱 伝 導 性 と 高 剛 性 を 有 す る 素 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
厚 さ 寸 法 Ｈ ａ の 第 １ の 電 子 部 品 と 厚 さ 寸 法 Ｈ ｂ （ た だ し 、 Ｈ ａ ＜ Ｈ ｂ ） の 第 ２ の 電 子 部 品
と を 内 蔵 す る 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 に お い て 、
厚 さ 寸 法 Ｘ ＋ Ｙ （ た だ し 、 Ｘ ＝ Ｈ ａ ＋ Ｚ ； Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋ Ｚ ； Ｚ ＞ ０ ） の コ ア 部 材 に 寸 法
Ｘ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 を 形 成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 １ の 電 子 部 品 を 入 れ 、
且 つ 、 前 記 コ ア 部 材 に 寸 法 Ｘ ＋ Ｙ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 を 形 成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 ２ の
電 子 部 品 を 入 れ る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 コ ア 部 材 は 、 ガ ラ ス 繊 維 又 は ア ラ ミ ド 繊 維 に 樹 脂 を 含 浸 さ せ て 硬 化 さ せ た も の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 部 品 を モ ジ ュ ー ル 基 板 、 パ ッ ケ ー ジ 基 板 、 マ ザ ー ボ ー ド 等 の 基 板 内 部 に 内
蔵 （ 「 埋 め 込 み 」 と も い う 。 ） し た 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
＜ 第 １ の 従 来 例 ＞
図 ７ 、 図 ８ は 、 従 来 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 の 製 造 工 程 の 一 部 を 示 す そ の 構 造 図 で あ る
（ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 絶 縁 材 料 か ら な る 回 路 基 板 １ は 、 い わ ゆ る 両 面 基 板 で あ り 、 上
下 面 に そ れ ぞ れ 配 線 パ タ ー ン ２ 、 ３ が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 上 面 側 の 回 路 と 下 面 側 の 回
路 と を 接 続 す る ス ル ー ホ ー ル ４ が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 を 製 造 す る 場 合 は 、 ま ず 、 内 蔵 用 の 電 子 部 品 と し て 、 ベ ア チ ッ プ
状 態 の 半 導 体 Ｉ Ｃ （ 集 積 回 路 ） （ 以 下 、 単 に 「 ベ ア チ ッ プ 」 と い う 。 ） ５ を 用 意 し 、 そ の
ベ ア チ ッ プ ５ の 下 面 に 予 め 形 成 さ れ て い る バ ン プ ６ と 、 回 路 基 板 １ の 上 面 に 形 成 さ れ て い
る ラ ン ド （ 図 で は 便 宜 的 に 配 線 パ タ ー ン ２ と す る 。 ） と の 間 を 接 続 す る 。 一 般 に こ の 接 続
は バ ン プ ６ と 配 線 パ タ ー ン ２ と の 間 に 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム を 介 在 さ せ て 、 あ る い は 、 半 田
フ リ ッ プ チ ッ プ 等 に よ り 直 接 行 わ れ る が 、 図 で は 当 該 フ ィ ル ム の 存 在 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 に 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ベ ア チ ッ プ ５ を 包 囲 し て 絶 縁 層 ７ を 形 成 し 、 そ の 絶 縁 層
７ の 上 に 銅 メ ッ キ 層 ８ を 形 成 し た 後 、 銅 メ ッ キ 層 ８ の 上 に レ ジ ス ト ９ を 被 着 し て レ ジ ス ト
９ を 所 望 の 回 路 形 状 に パ タ ー ニ ン グ し 、 パ タ ー ニ ン グ 後 の レ ジ ス ト ９ を 介 し て 銅 メ ッ キ 層
８ を 選 択 エ ッ チ ン グ （ レ ジ ス ト ９ に 覆 わ れ て い な い 銅 メ ッ キ 層 ８ を エ ッ チ ン グ ） す る 。 こ
れ に よ り 、 レ ジ ス ト ９ を 除 去 し た 後 は 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 絶 縁 層 ７ の 表 面 に ２ 層
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目 の 配 線 パ タ ー ン １ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
２ 層 以 上 の 多 層 構 造 に す る 場 合 は 、 次 に 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 １ 層 目 の 絶 縁 層 ７ の
上 に さ ら に 絶 縁 層 １ １ を 積 層 す る 。 こ の 絶 縁 層 １ １ の 積 層 厚 さ は 、 １ 層 目 の 内 蔵 電 子 部 品
（ ベ ア チ ッ プ ５ ） が 完 全 に 覆 わ れ る よ う に 調 節 す る 。 し た が っ て 、 こ の ２ 層 目 の 絶 縁 層 １
１ の 表 面 は 、 １ 層 目 の 凹 凸 （ ベ ア チ ッ プ ５ や 配 線 パ タ ー ン １ ０ 等 に よ る 凹 凸 ） を 吸 収 し て
フ ラ ッ ト な 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 ２ 層 目 の 絶 縁 層 １ １ の 上 に 銅 メ ッ キ 層 を 形 成 し た 後 、 銅 メ ッ キ 層 の 上 に レ ジ ス ト を
被 着 し て レ ジ ス ト を 所 望 の 回 路 形 状 に パ タ ー ニ ン グ し 、 パ タ ー ニ ン グ 後 の レ ジ ス ト を 介 し
て 銅 メ ッ キ 層 を 選 択 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 、 レ ジ ス ト の 除 去 後 に は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示
す よ う に 、 絶 縁 層 １ １ の 表 面 に ３ 層 目 の 配 線 パ タ ー ン １ ２ が 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ
こ で 止 め て お け ば 、 回 路 基 板 １ を 含 め て ３ 層 構 造 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 多 層 化 を 行 う 場 合 は 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ２ 層 目 の 絶 縁 層 １ １ の 上 に ３ 層 目
の 絶 縁 層 １ ３ を 積 層 し 、 絶 縁 層 １ ３ の 上 に 銅 メ ッ キ 層 を 形 成 し た 後 、 銅 メ ッ キ 層 の 上 に レ
ジ ス ト を 被 着 し て レ ジ ス ト を 所 望 の 回 路 形 状 に パ タ ー ニ ン グ し 、 パ タ ー ニ ン グ 後 の レ ジ ス
ト を 介 し て 銅 メ ッ キ 層 を 選 択 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 、 レ ジ ス ト の 除 去 後 に は 、 絶 縁 層
１ ３ の 表 面 に ４ 層 目 の 配 線 パ タ ー ン １ ４ が 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 た と え ば 、 最 上 層 （
こ の 場 合 、 ４ 層 目 ） の 配 線 パ タ ー ン １ ４ に 所 望 の 電 子 部 品 １ ５ ～ １ ７ を 表 面 実 装 す る こ と
に よ り 、 こ の 例 の 場 合 、 全 体 と し て 、 １ 個 の 電 子 部 品 （ ベ ア チ ッ プ ５ ） を 内 蔵 す る と 共 に
、 ３ 個 の 電 子 部 品 １ ５ ～ １ ７ を 表 面 実 装 し た 多 層 基 板 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 第 １ の 従 来 例 の 不 都 合 な 点 は 、 電 子 部 品 （ ベ ア チ ッ プ ５ ） の 下 面 に 予 め 形 成 さ
れ て い る バ ン プ ６ と 回 路 基 板 １ の ラ ン ド （ 配 線 パ タ ー ン ２ ） と を 接 続 す る 、 い わ ゆ る 「 フ
リ ッ プ チ ッ プ 接 合 」 に よ っ て 電 子 部 品 を 内 蔵 す る 仕 組 み で あ る た め 、 内 蔵 電 子 部 品 （ ベ ア
チ ッ プ ５ ） と 表 面 実 装 部 品 （ 電 子 部 品 １ ５ ～ １ ７ ） と の 間 の 信 号 伝 達 距 離 が 長 く な り 、 高
周 波 特 性 の 劣 化 が 懸 念 さ れ る こ と に あ る 。 す な わ ち 、 ベ ア チ ッ プ ５ と 回 路 基 板 １ と の 接 続
箇 所 は ベ ア チ ッ プ ５ の 下 面 側 で あ り 、 一 方 、 電 子 部 品 １ ５ ～ １ ７ な ど の 表 面 実 装 部 品 の 実
装 位 置 は 回 路 基 板 １ の 最 上 面 で あ る か ら 、 両 者 の 最 短 距 離 を と っ て 信 号 伝 達 を 行 う こ と が
で き ず 、 経 路 長 の 増 大 に 伴 っ て 電 気 抵 抗 や 分 布 容 量 が 増 加 し 、 そ れ に よ り 、 高 周 波 特 性 の
悪 化 （ 波 形 の 歪 み 等 ） が 懸 念 さ れ る と い う 不 都 合 を 内 在 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
＜ 第 ２ の 従 来 例 ＞
図 ９ は 、 信 号 伝 達 経 路 の 短 縮 を 可 能 と す る 、 従 来 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 の 製 造 工 程 の
一 部 を 示 す そ の 構 造 図 で あ る （ た と え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ９ （ ａ ） に お い て 、 銅 等 の 金 属 素 材 か ら な る ベ ー ス 基 板 ２ ０ の 上 に は 、 複 数 （ 図 で は 二
つ ） の 半 導 体 Ｉ Ｃ ベ ア チ ッ プ （ 以 下 、 単 に 「 ベ ア チ ッ プ 」 と い う 。 ） ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ が 熱
伝 導 性 接 着 剤 ２ ２ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ は 、 い ず れ
も シ リ コ ン 等 の 共 通 基 板 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ の 上 面 に ダ イ パ ッ ド ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ や 配 線 （ 不 図
示 ） を 有 し 、 且 つ 、 ダ イ パ ッ ド ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ の 上 に ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ が
設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 一 方 の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ の 底 面 か ら そ の ダ イ パ ッ ド ２ ４ Ａ の 上
面 ま で の 高 さ を Ｈ Ａ と し 、 同 様 に 、 他 方 の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ｂ の 底 面 か ら そ の ダ イ パ ッ ド ２
４ Ｂ の 上 面 ま で の 高 さ を Ｈ Ｂ と し た 場 合 、 図 示 の 例 で は Ｈ Ａ ＜ Ｈ Ｂ で あ る 。 つ ま り 、 Ｈ Ａ
≠ Ｈ Ｂ で あ る 。 こ れ は 、 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 厚 さ 寸 法 （ Ｈ Ａ 、 Ｈ Ｂ ） が 異
な っ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の そ れ ぞ れ の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ の
厚 さ 寸 法 （ ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ の 底 面 か ら 上 面 ま で の 厚 さ 寸 法 Ｈ Ｃ と ト ラ ン ジ シ ョ ン
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層 ２ ５ Ｂ の 底 面 か ら 上 面 ま で の 厚 さ 寸 法 Ｈ Ｄ ） は 、 上 記 の 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １
Ｂ の 厚 さ 寸 法 （ Ｈ Ａ 、 Ｈ Ｂ ） の 差 を 吸 収 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 た と え ば 、 式 「 Ｈ Ａ
＋ α ＝ Ｈ Ｂ 」 が 成 立 す る 場 合 、 一 方 の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ の 厚 さ
寸 法 Ｈ Ｃ が 、 他 方 の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ｂ の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ｂ の 厚 さ 寸 法 Ｈ Ｄ よ り も 「
α 」 だ け 大 き く な る よ う に 設 定 （ Ｈ Ｃ ＋ α ＝ Ｈ Ｄ ） さ れ て い る 。 こ の こ と は 、 要 す る に 、
「 厚 さ 寸 法 の 異 な る 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 各 々 の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、
２ ５ Ｂ の 上 面 レ ベ ル を 、 ほ ぼ 同 一 の 高 さ に 揃 え る 」 こ と を 意 味 し 、 か か る 高 さ 調 整 の 目 的
は 、 次 の 工 程 に よ っ て 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま ず 、 ベ ー ス 基 板 ２ ０ の 上 に 、 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ を 包 囲 す る 側 壁 部 と し て
機 能 す る 半 硬 化 状 態 の コ ア 基 板 ２ ６ を 載 置 す る 。
次 い で 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 コ ア 基 板 ２ ６ の 内 側 の 開 口 ２ ７ 内 に 硬 化 性 樹 脂 ２ ８ を
減 圧 下 で 充 填 し 、 所 定 時 間 所 定 温 度 で 加 熱 し て 硬 化 性 樹 脂 ２ ８ を 半 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ の 後 、 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 半 硬 化 状 態 の コ ア 基 板 ２ ６ と 硬 化 性 樹 脂 ２ ８ の 上 面 を
研 磨 し て い く と 、 前 記 の と お り 、 「 厚 さ 寸 法 の 異 な る 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の
各 々 の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ の 上 面 レ ベ ル を 、 ほ ぼ 同 一 の 高 さ に 揃 え て い る 」
た め 、 二 つ の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 各 々 の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ の 頂 部
（ 上 面 ） が ほ ぼ 同 時 に 露 出 す る の で 、 そ れ ら の 露 出 面 を 若 干 研 磨 （ 露 出 面 の 凹 凸 が な く な
る 程 度 ） し た と こ ろ で 研 磨 を ス ト ッ プ し 、 そ の 後 、 さ ら に 加 熱 し て 硬 化 性 樹 脂 ２ ８ と コ ア
基 板 ２ ６ を 本 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う に 、 以 上 説 明 し た 第 ２ の 従 来 例 に お け る 部 品 内 蔵 多 層 基 板 は 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る
複 数 （ 図 で は 二 つ ） の ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ を 内 蔵 で き る と 共 に 、 そ れ ら の 内 蔵 部 品
（ ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ ） の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ を 基 板 表 面 に 露 出 さ せ
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 内 蔵 電 子 部 品 と 基 板 表 面 と の 間 の 信 号 伝 達 経 路 を 最 短 長 と
す る こ と が で き 、 前 記 の 第 １ の 従 来 例 の 不 都 合 （ 高 周 波 特 性 劣 化 の 懸 念 ） を 解 消 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ７ ４ ７ ３ ４ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ １ ６ 〕 ～ 〔 ０ ０ ２ ３ 〕 、 図 ２ ～ 図 １ ３ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ８ ５ １ ４ ５ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ４ ５ 〕 ～ 〔 ０ ０ ５ ２ 〕 、 図 ７ ）
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の 第 ２ の 従 来 例 に あ っ て は 、 内 蔵 電 子 部 品 （ 図 で は ベ ア チ ッ プ ２ １ Ａ
、 ２ １ Ｂ ） の ダ イ パ ッ ド ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ の 上 に 、 基 板 の 表 面 レ ベ ル を 揃 え る た め の ト ラ ン
ジ シ ョ ン 層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ を 作 り 込 む 必 要 が あ る う え 、 硬 化 性 樹 脂 ２ ８ や ト ラ ン ジ シ ョ ン
層 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ を 研 磨 す る 必 要 が あ り 、 工 数 が 増 加 し て コ ス ト ア ッ プ に つ な が る と い う
問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 複 数 の 電 子 部 品 を 内 蔵 す る 電 子 部 品 内 蔵
型 多 層 基 板 に お い て 、 基 板 の 表 面 レ ベ ル を 揃 え る た め の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 の 作 り 込 み と 研
磨 を 不 要 に し 、 工 数 の 増 加 を 回 避 し て コ ス ト の 削 減 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 厚 さ 寸 法 Ｈ ａ の 第 １ の 電 子 部 品 と 厚 さ 寸 法 Ｈ ｂ （
た だ し 、 Ｈ ａ ＜ Ｈ ｂ ） の 第 ２ の 電 子 部 品 と を 内 蔵 す る 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 に お い て 、
厚 さ 寸 法 Ｘ （ た だ し 、 Ｘ ＝ Ｈ ａ ＋ Ｚ ； Ｚ ＞ ０ ） の コ ア 部 材 に 寸 法 Ｘ に 相 当 す る 深 さ の 開 口
を 形 成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 １ の 電 子 部 品 を 入 れ 、 且 つ 、 前 記 コ ア 部 材 と そ の コ ア 部 材 に

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-200201 A 2004.7.15



張 り 合 わ せ た 厚 さ 寸 法 Ｙ （ た だ し 、 Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋ Ｚ ） の 絶 縁 樹 脂 層 と に 寸 法 Ｘ ＋ Ｙ に 相
当 す る 深 さ の 開 口 を 形 成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 ２ の 電 子 部 品 を 入 れ る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
こ の 発 明 で は 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 二 つ の 電 子 部 品 の 実 装 時 上 面 レ ベ ル が 同 一 の レ ベ ル （ 図
１ の 符 号 Ｌ 参 照 ） に 揃 え ら れ る 。 し た が っ て 、 冒 頭 で 説 明 し た 第 ２ の 従 来 例 の よ う に 、 基
板 の 表 面 レ ベ ル を 揃 え る た め の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 （ 図 ９ の 符 号 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ 参 照 ） を 作
り 込 む 必 要 が な く 、 当 然 な が ら 、 ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 の 研 磨 も 必 要 な い の で 、 工 数 の 増 加 を
回 避 し て コ ス ト の 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
こ こ で 、 コ ア 部 材 と し て は 、 熱 伝 導 性 と 高 剛 性 と を 共 に 有 す る 、 た と え ば 、 銅 板 な ど を 用
い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 コ ア 部 材 の 下 面 に 厚 さ 寸 法 Ｙ （ た だ し 、 Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋ Ｚ
） の 絶 縁 樹 脂 層 を 張 り 合 わ せ る 必 要 が あ る が 、 内 蔵 電 子 部 品 の 発 熱 が 少 な い 場 合 は 、 熱 伝
導 性 を 考 慮 せ ず 、 も っ ぱ ら 高 剛 性 を 有 す る 素 材 で コ ア 部 材 を 構 成 可 能 で あ る 。 そ の よ う な
素 材 と し て は 、 た と え ば 、 ガ ラ ス 繊 維 又 は ア ラ ミ ド 繊 維 に 樹 脂 を 含 浸 さ せ て 硬 化 さ せ た も
の が 存 在 し 、 か か る 繊 維 素 材 を 用 い た 場 合 、 コ ア 部 材 に 絶 縁 樹 脂 層 を 張 り 合 わ せ る 必 要 は
な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 思 想 を 適 用 し 、 モ ジ ュ ー ル 基 板 と し て 製 造 さ れ た 電 子 部 品 内 蔵 型
多 層 基 板 の 構 造 図 で あ る 。 図 示 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ３ ０ は 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 複 数
（ 図 で は 二 つ ） の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 内 蔵 （ 又 は 「 埋 め 込 み 」 と も い う 。 ） す る と 共 に
、 必 要 に よ り 、 一 つ な い し は 複 数 （ 図 で は 二 つ ） の 電 子 部 品 ３ ３ 、 ３ ４ を 表 面 実 装 し た も
の で あ る 。 以 下 、 基 板 内 部 に 埋 め 込 ま れ た 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の こ と を 「 第 １ 及 び 第 ２ の
電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ 」 と 称 し 、 且 つ 、 表 面 実 装 さ れ た 電 子 部 品 ３ ３ 、 ３ ４ の こ と を 「 表 面
実 装 部 品 ３ ３ 、 ３ ４ 」 と 称 し て 両 者 を 区 別 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
表 面 実 装 部 品 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 た と え ば 、 Ｌ Ｒ Ｃ 等 の チ ッ プ 部 品 又 は そ の 他 の 電 子 回 路 部 品
と す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ は 、 た と え ば 、 Ｌ Ｒ Ｃ 等
の チ ッ プ 部 品 又 は そ の 他 の 電 子 回 路 部 品 と す る こ と が で き る が 、 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子
部 品 ３ １ 、 ３ ２ は 、 少 な く と も 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 部 品 上 面 （ “ 上 下 ” は 図
面 に 正 対 し た と き の 上 下 を い う 。 ） に 電 極 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ を 有 し て い る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 厚 さ 寸 法 は 既 述 の と お り 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、
第 １ の 電 子 部 品 ３ １ の 厚 さ 寸 法 を “ Ｈ ａ ” 、 第 ２ の 電 子 部 品 ３ ２ の 厚 さ 寸 法 を “ Ｈ ｂ ” と
し た と き 、 図 示 の 例 で は 、 Ｈ ａ ＜ Ｈ ｂ と な っ て お り 、 Ｈ ａ ≠ Ｈ ｂ で あ る か ら 、 こ れ ら 第 １
及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 厚 さ 寸 法 （ Ｈ ａ 、 Ｈ ｂ ） は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ３ ０ の コ ア 部 材 （ 芯 材 ） ３ ５ は 、 熱 伝 導 性 が よ く 且 つ 高 剛 性 で 所
定 の 厚 さ 寸 法 （ Ｘ ） を 有 す る 素 材 （ た と え ば 、 銅 板 な ど ） で あ り 、 コ ア 部 材 ３ ５ の 下 面 に
は 、 所 定 の 厚 さ 寸 法 （ Ｙ ） を 有 す る 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ と 導 電 性 金 属 箔 （ 以 下 「 銅 箔 ３ ７ 」 ）
と が 張 り 合 わ さ れ て い る 。 ま た 、 コ ア 部 材 ３ ５ と 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電
子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 埋 め 込 む た め の 開 口 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 、 ３ ６ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 そ れ
ら の 開 口 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 、 ３ ６ ａ に 所 望 の 電 子 部 品 （ 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２
） を 入 れ て 載 置 固 定 し 、 そ の 上 を 樹 脂 層 ３ ８ で 封 止 し 、 当 該 樹 脂 層 ３ ８ に 配 線 パ タ ー ン ３
９ ～ ４ １ や ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ を 形 成 し た 後 、 所 定 の 配 線 パ タ ー ン ３ ９ ～ ４ １ 上 に 所 望 の 表 面
実 装 部 品 ３ ３ 、 ３ ４ を マ ウ ン ト す る 。 な お 、 図 に お い て 、 ４ ６ ～ ４ ９ は 表 面 実 装 部 品 ３ ３
、 ３ ４ を マ ウ ン ト す る た め の 半 田 、 ５ ０ 、 ５ １ は 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 固
定 す る た め の 接 着 剤 （ 発 熱 性 の 電 子 部 品 に は 熱 伝 導 性 接 着 剤 を 用 い る こ と が 好 ま し い ） で
あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 接 着 剤 ５ ０ 、 ５ １ の 塗 布 厚 を 無 視 （ ０ ） し た と き 、 次 式 ▲ １ ▼ 、 ▲ ２ ▼ が 共 に 成
立 す る よ う に 、 コ ア 部 材 ３ ５ の 厚 さ 寸 法 （ Ｘ ） と 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ の 厚 さ 寸 法 （ Ｙ ） を 設 定
す る 。
Ｘ ＝ Ｈ ａ ＋ Ｚ 　 ・ ・ ・ ・ ▲ １ ▼
Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋ Ｚ 　 ・ ・ ・ ・ ▲ ２ ▼
た だ し 、 Ｚ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 上 面 レ ベ ル と コ ア 部 材 ３ ５ の 上 面 レ
ベ ル と の 差 で あ り 、 Ｚ ＞ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に す る と 、 （ Ａ ） 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 上 面 レ ベ ル を 同 一 の レ ベ
ル Ｌ に 揃 え る こ と が で き る と 共 に 、 （ Ｂ ） レ ベ ル Ｌ を コ ア 部 材 ３ ５ の 上 面 レ ベ ル よ り も 所
定 量 Ｚ だ け 下 げ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 （ Ａ ） に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３
１ 、 ３ ２ の 上 面 か ら 樹 脂 層 ３ ８ の 上 面 ま で の 距 離 を 均 一 に す る こ と が で き 、 た と え ば 、 ビ
ア ４ ２ ～ ４ ５ の 深 さ を 揃 え る な ど し て 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 （ Ｂ ） に よ
り 、 樹 脂 層 ３ ８ を 形 成 す る 際 の プ レ ス 応 力 の ほ と ん ど を コ ア 部 材 ３ ５ で 受 け 止 め る こ と が
で き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ へ の 応 力 印 加 を 緩 和 し て 当 該 部 品 の 破 損 等 を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ３ ０ の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
＜ 第 １ の 工 程 ： 図 ２ （ ａ ） ＞
ま ず 、 コ ア 部 材 ３ ５ と し て 厚 さ 寸 法 Ｘ の 銅 板 を 用 意 す る 。 こ こ で 、 Ｘ の 値 は 、 前 式 ▲ １ ▼
、 ▲ ２ ▼ に 従 い 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 厚 さ 寸 法 （ 図 １ （ ｂ ） の Ｈ ａ 、 Ｈ
ｂ 参 照 ） を 考 慮 し た も の で あ る 。 次 に 、 コ ア 部 材 ３ ５ の 片 面 に 厚 さ 寸 法 Ｙ の 絶 縁 樹 脂 層 ３
６ と 任 意 厚 の 銅 箔 ３ ７ と を 張 り 合 わ せ る 。 な お 、 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ 及 び 銅 箔 ３ ７ は 、 あ ら か
じ め 片 面 に 銅 箔 を 張 り 合 わ せ た 、 い わ ゆ る 「 樹 脂 付 銅 箔 」 で あ っ て も よ い 。 樹 脂 の 厚 さ 寸
法 が Ｙ で あ れ ば よ い 。 こ こ で 、 Ｙ の 値 は 、 前 式 ▲ ２ ▼ に 従 い 、 第 ２ の 電 子 部 品 ３ ２ の 厚 さ
寸 法 （ 図 １ （ ｂ ） の Ｈ ｂ 参 照 ） を 考 慮 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
＜ 第 ２ の 工 程 ： 図 ２ （ ｂ ） ＞
次 に 、 コ ア 部 材 ３ ５ に 開 口 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ を 、 た と え ば 、 エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 す る 。 開
口 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 深 さ は コ ア 部 材 ３ ５ の 厚 さ 寸 法 Ｘ に 相 当 す る 。 こ の 開 口 ３ ５ ａ 、 ３ ５
ｂ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 実 装 穴 （ い わ ゆ る キ ャ ビ テ ィ ） と し て 用 い ら
れ る も の で あ り 、 コ ア 部 材 ３ ５ を 上 か ら 俯 瞰 し た と き の 開 口 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 形 状 は 、 第
１ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 余 裕 を も っ て 入 れ る こ と が で き る 適 切 な 形 に 設 定 す る
。 ま た 、 こ の と き 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 コ ア 部 材 ３ ５ の 任 意 位 置 に 、 コ ア 部 材 ３ ５
の 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 所 望 数 の 環 状 エ ッ チ ン グ 部 ３ ５ ｃ を 形 成 し て も よ い 。 コ ア 部 材 ３ ５
が 導 電 材 料 で あ る 場 合 、 環 状 エ ッ チ ン グ 部 ３ ５ ｃ の 内 側 残 存 部 ３ ５ ｄ （ コ ア 部 材 ３ ５ の 残
存 部 分 ） が 、 コ ア 部 材 ３ ５ を 挟 ん で 上 層 と 下 層 と を 電 気 的 に 接 続 す る ポ ス ト の 役 目 を 果 た
す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
＜ 第 ３ の 工 程 ： 図 ２ （ ｄ ） ＞
次 に 、 厚 さ 寸 法 の 大 き い 方 の 電 子 部 品 （ 第 ２ の 電 子 部 品 ３ ２ ） を 実 装 す る た め の 開 口 ３ ５
ｂ に つ い て は 、 そ の 底 面 部 分 の 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ を さ ら に 同 型 状 で 掘 り 下 げ る 。 こ の 掘 り 下
げ 部 分 に つ い て も “ 開 口 ” と い う こ と に す る と 、 こ の 開 口 ３ ６ ａ の 深 さ は 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６
の 厚 さ 寸 法 Ｙ に 相 当 す る 。 し た が っ て 、 厚 さ 寸 法 の 大 き い 方 の 電 子 部 品 （ 第 ２ の 電 子 部 品
３ ２ ） の 実 装 穴 の 深 さ は 、 開 口 ３ ５ ｂ の 深 さ （ Ｘ ） と 開 口 ３ ６ ａ の 深 さ （ Ｙ ） を 足 し 合 わ
せ た も の （ Ｘ ＋ Ｙ ） に な る 。 な お 、 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ の 掘 り 下 げ は 、 Ｃ Ｏ 2 や Ｙ Ａ Ｇ 等 の レ
ー ザ 加 工 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 第 ４ の 工 程 ： 図 ３ （ ａ ） ＞
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次 に 、 厚 さ 寸 法 の 小 さ い 方 の 電 子 部 品 （ 第 １ の 電 子 部 品 ３ １ ） を 左 側 の 開 口 ３ ５ ａ に 入 れ
、 厚 さ 寸 法 の 大 き い 方 の 電 子 部 品 （ 第 ２ の 電 子 部 品 ３ ２ ） を 右 側 の 開 口 ３ ５ ｂ 、 ３ ６ ａ に
入 れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 下 面 に 接 着 剤 ５ ０ 、 ５ １ を 塗 布 し て 固 定 す る
。 先 に 説 明 し た よ う に 、 左 側 の 開 口 ３ ５ ａ の 深 さ は 「 Ｘ 」 で あ り 、 右 側 の 開 口 ３ ５ ｂ 、 ３
６ ａ の 深 さ は 「 Ｘ ＋ Ｙ 」 で あ る 。 そ し て 、 第 １ の 電 子 部 品 ３ １ の 厚 さ 寸 法 は 「 Ｈ ａ 」 で あ
り 、 第 ２ の 電 子 部 品 ３ ２ の 厚 さ 寸 法 は 「 Ｈ ｂ 」 で あ り 、 こ れ ら の Ｘ 、 Ｙ 、 Ｈ ａ 、 Ｈ ｂ の 間
に は 前 式 ▲ １ ▼ 、 ▲ ２ ▼ の 関 係 が 成 立 す る か ら 、 結 局 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の
電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 実 装 後 の 時 点 で は 、 そ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の
上 面 レ ベ ル が 同 一 の レ ベ ル Ｌ に 揃 い 、 且 つ 、 レ ベ ル Ｌ は 、 コ ア 部 材 ３ ５ の 上 面 レ ベ ル よ り
も 所 定 量 Ｚ だ け 低 い 位 置 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 第 ５ の 工 程 ： 図 ３ （ ｂ ） ＞
次 に 、 樹 脂 層 ３ ８ を 形 成 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 封 止 す る が 、 前 記 の 工
程 に お い て 、 「 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 上 面 レ ベ ル が 同 一 の レ ベ ル Ｌ に 揃 っ
て い る 」 た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 直 上 に お け る 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 厚 （
膜 厚 と も い う 。 ） を 均 一 化 す る こ と が で き る 。 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 は 、 た と え ば 、 樹 脂 フ ィ
ル ム の ラ ミ ネ ー ト や 真 空 プ レ ス 圧 着 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 圧 着 等 に 伴 う
応 力 が 発 生 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ へ の 悪 影 響 （ 破 損 等 ） が 心 配 さ れ る が
、 前 記 の 工 程 に お い て 、 「 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 上 面 レ ベ ル が コ ア 部 材 ３
５ の 上 面 レ ベ ル よ り も 所 定 量 Ｚ だ け 低 い 位 置 に な っ て い る 」 た め 、 ほ と ん ど の 応 力 は コ ア
部 材 ３ ５ で 受 け 止 め ら れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ に 悪 影 響 を 与 え る こ と は な
い 。 し た が っ て 、 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 時 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 破
損 等 を 確 実 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ 第 ６ の 工 程 ： 図 ３ （ ｃ ） ＞
次 に 、 樹 脂 層 ３ ８ に ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～ ５ ５ を 形 成 （ た と え ば 、 レ ー ザ 加 工 に よ り ） し 、 第
１ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 電 極 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ を 露 出 さ せ る 。
こ の と き 、 前 記 の 工 程 で 、 「 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 直 上 に お け る 樹 脂 層 ３
８ の 形 成 厚 が 均 一 化 さ れ て い る 」 た め 、 す べ て の ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～ ５ ５ の 深 さ を 同 一 に す
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～ ５ ５ の 加 工 条 件 を 統 一 す る こ と が で き 、
加 工 バ ラ ツ キ を 回 避 し て 良 好 な ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～ ５ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ
の と き 、 コ ア 部 材 ３ ５ に 電 気 的 接 続 の た め の ポ ス ト （ 図 ２ （ ｃ ） 参 照 ） を 形 成 し て あ る 場
合 は 、 ポ ス ト を 露 出 す る ビ ア ホ ー ル を 併 せ て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 第 ７ の 工 程 ： 図 ４ （ ａ ） ＞
次 に 、 ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～ ５ ５ の 内 部 に フ ィ ル ド メ ッ キ を 施 し て ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ を 形 成 す る
と 共 に 、 樹 脂 層 ３ ８ の 表 面 に 所 望 形 状 の 回 路 パ タ ー ン ３ ９ ～ ４ １ を 形 成 （ た と え ば 、 セ ミ
ア デ ィ テ ィ ブ 法 に よ り ） す る 。 か か る ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ の 形 成 も 、 上 記 の ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～
５ ５ の 形 成 と 同 様 に 、 す べ て の ビ ア ホ ー ル ５ ２ ～ ５ ５ の 深 さ が 同 一 で あ る た め 、 ビ ア ４ ２
～ ４ ５ の 加 工 条 件 を 統 一 し 、 加 工 バ ラ ツ キ を 回 避 し て 均 一 な メ ッ キ が 施 さ れ た 良 好 な ビ ア
４ ２ ～ ４ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 第 ８ の 工 程 ： 図 ４ （ ｂ ） ＞
次 に 、 基 板 下 面 の 銅 箔 ３ ７ を パ タ ー ニ ン グ （ た と え ば 、 サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ 法 に よ り ） し て
所 望 形 状 の 回 路 パ タ ー ン （ Ｌ Ｇ Ａ パ タ ー ン ） ３ ７ ａ ～ ３ ７ ｃ を 形 成 す る 。
＜ 第 ９ の 工 程 ： 図 ４ （ ｃ ） ＞
最 後 に 、 所 望 の 表 面 実 装 部 品 ３ ３ 、 ３ ４ を 回 路 パ タ ー ン ３ ９ ～ ４ １ の 上 に マ ウ ン ト し て 、
図 １ （ ａ ） の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ３ ０ を 完 成 す る 。
な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 コ ア 部 材 ３ ５ を 挟 ん で 上 下 に 各 一 層 の 回 路 パ タ ー ン を 設 け た
が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 た と え ば 、 同 様 に し て 、 上 下 に そ れ ぞ れ 多 層 の 回 路 パ
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タ ー ン を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 の と お り で あ る か ら 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 次 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 厚 さ 寸 法 Ｈ ａ の 第 １ の 電 子 部 品 ３ １ と 厚 さ 寸 法 Ｈ ｂ （ た だ し 、 Ｈ ａ ＜ Ｈ ｂ ） の 第 ２
の 電 子 部 品 ３ ２ と を 埋 め 込 む 際 に 、 厚 さ 寸 法 Ｘ （ た だ し 、 Ｘ ＝ Ｈ ａ ＋ Ｚ ； 前 式 ▲ １ ▼ 参 照
） の コ ア 部 材 ３ ５ に 寸 法 Ｘ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 ３ ５ ａ を 形 成 し て 、 そ の 開 口 ３ ５ ａ に 第
１ の 電 子 部 品 ３ １ を 入 れ 、 さ ら に 、 コ ア 部 材 ３ ５ と 、 そ の コ ア 部 材 ３ ５ に 張 り 合 わ せ た 厚
さ 寸 法 Ｙ （ た だ し 、 Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋ Ｚ ； 前 式 ▲ ２ ▼ 参 照 ） の 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ と に 寸 法 Ｘ ＋
Ｙ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 ３ ５ ｂ 、 ３ ６ ａ を 形 成 し て 、 そ の 開 口 ３ ５ ｂ 、 ３ ６ ａ に 第 ２ の 電
子 部 品 ３ ２ を 入 れ る よ う に し た か ら 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３
２ の 実 装 時 上 面 レ ベ ル を 同 一 の レ ベ ル （ 図 １ の 符 号 Ｌ 参 照 ） に 揃 え る こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 冒 頭 で 説 明 し た 第 ２ の 従 来 例 の よ う に 、 基 板 の 表 面 レ ベ ル を 揃 え る た め の ト ラ ン
ジ シ ョ ン 層 （ 図 ９ の 符 号 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ 参 照 ） を 作 り 込 む 必 要 が な く 、 当 然 な が ら 、 ト ラ
ン ジ シ ョ ン 層 の 研 磨 も 必 要 な い の で 、 工 数 の 増 加 を 回 避 し て コ ス ト の 削 減 を 図 る こ と が で
き 、 本 発 明 の 課 題 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ２ ） ま た 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 実 装 時 上 面 レ ベ ル を
同 一 の レ ベ ル （ 図 １ の 符 号 Ｌ 参 照 ） に 揃 え る こ と が で き る た め 、 そ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ の
電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 封 止 す る た め の 樹 脂 層 ３ ８ の 膜 厚 を 、 当 該 電 子 部 品 の 直 上 に お い て
均 一 化 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 樹 脂 層 ３ ８ に 形 成 す る ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ の 深 さ を 揃
え 、 ビ ア 形 成 の 加 工 条 件 を 統 一 し て バ ラ ツ キ の な い 良 好 な ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ を 形 成 し 、 信 頼
性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ３ ） 加 え て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 上 面 レ ベ ル （ Ｌ ） を 、 コ ア 部 材 ３ ５
の 上 面 レ ベ ル よ り も 所 定 量 Ｚ だ け 低 い 位 置 に す る こ と が で き る た め 、 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 時
に 発 生 す る 応 力 （ た と え ば 、 樹 脂 フ ィ ル ム の ラ ミ ネ ー ト や 真 空 プ レ ス 圧 着 に 伴 っ て 発 生 す
る 応 力 ） の ほ と ん ど を コ ア 部 材 ３ ５ に よ っ て 受 け 止 め る こ と が で き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子
部 品 ３ １ 、 ３ ２ に 対 し て 悪 影 響 を 与 え る こ と が な い 。 し た が っ て 、 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 時 に
お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 破 損 等 を 確 実 に 回 避 す る こ と が で き 、 こ の
点 に お い て も 、 信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 以 上 の 実 施 の 形 態 で は 、 基 板 の 芯 材 と し て 、 熱 伝 導 性 が よ く 且 つ 高 剛 性 で 所 定 の 厚
さ 寸 法 （ Ｘ ） を 有 す る 素 材 、 た と え ば 、 銅 板 な ど を 用 い た が 、 本 発 明 の 思 想 は こ れ に 限 定
さ れ な い 。 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 発 熱 が 少 な い 場 合 は 、 熱 伝 導 性 を 考 慮 し
な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 思 想 を 適 用 し て 製 造 さ れ た 他 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ３ ０ ′ の 構 造 図
で あ る 。 な お 、 前 記 の 実 施 の 形 態 （ 図 １ ） と 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て
そ の 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ と の 相 違 は 、 コ ア 部 材 ３ ５ 及 び 絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ を 使 用 せ ず 、 そ
の 代 わ り に 、 ガ ラ ス 繊 維 や ア ラ ミ ド 繊 維 な ど の 繊 維 体 に 樹 脂 を 含 浸 さ せ て 硬 化 さ せ た コ ア
部 材 ６ ０ を 用 い て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
コ ア 部 材 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 は 、 前 記 の 実 施 の 形 態 に お け る コ ア 部 材 ３ ５ の 厚 さ 寸 法 （ Ｘ ） と
絶 縁 樹 脂 層 ３ ６ の 厚 さ 寸 法 （ Ｙ ） を 加 え た 値 （ Ｘ ＋ Ｙ ） に 等 し い 。 コ ア 部 材 ６ ０ に は 、 第
１ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ を 埋 め 込 む た め の 開 口 ６ ０ ａ 、 ６ ０ ｂ が 形 成 さ れ て お り
、 一 方 の 開 口 ６ ０ ａ の 深 さ は 「 Ｘ 」 、 他 方 の 開 口 ６ ０ Ｂ の 深 さ は 「 Ｘ ＋ Ｙ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 「 Ｘ 」 や 「 Ｙ 」 は 、 前 式 ▲ １ ▼ 、 ▲ ２ ▼ を 満 た す 値 で あ る 。 し た が っ て 、 前 記 の
実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 実 装 時 上 面
レ ベ ル を 同 一 の レ ベ ル （ 図 １ の 符 号 Ｌ 参 照 ） に 揃 え る こ と が で き 、 冒 頭 で 説 明 し た 第 ２ の
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従 来 例 の よ う に 、 基 板 の 表 面 レ ベ ル を 揃 え る た め の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 （ 図 ９ の 符 号 ２ ５ Ａ
、 ２ ５ Ｂ 参 照 ） を 作 り 込 む 必 要 が な く 、 当 然 な が ら 、 ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 の 研 磨 も 必 要 な い
の で 、 工 数 の 増 加 を 回 避 し て コ ス ト の 削 減 を 図 る こ と が で き 、 本 発 明 の 課 題 を 達 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 実 装 時 上 面 レ ベ ル を 同 一 の
レ ベ ル （ 図 １ の 符 号 Ｌ 参 照 ） に 揃 え る こ と が で き る た め 、 そ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部
品 ３ １ 、 ３ ２ を 封 止 す る た め の 樹 脂 層 ３ ８ の 膜 厚 を 、 当 該 電 子 部 品 の 直 上 に お い て 均 一 化
す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 樹 脂 層 ３ ８ に 形 成 す る ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ の 深 さ を 揃 え 、 ビ
ア 形 成 の 加 工 条 件 を 統 一 し て バ ラ ツ キ の な い 良 好 な ビ ア ４ ２ ～ ４ ５ を 形 成 し 、 信 頼 性 の 向
上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
加 え て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 上 面 レ ベ ル （ Ｌ ） を 、 コ ア 部 材 ６ ０ の 上 面
レ ベ ル よ り も 所 定 量 Ｚ だ け 低 い 位 置 に す る こ と が で き る た め 、 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 時 に 発 生
す る 応 力 （ た と え ば 、 樹 脂 フ ィ ル ム の ラ ミ ネ ー ト や 真 空 プ レ ス 圧 着 に 伴 っ て 発 生 す る 応 力
） の ほ と ん ど を コ ア 部 材 ６ ０ に よ っ て 受 け 止 め る こ と が で き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 子 部 品 ３
１ 、 ３ ２ に 対 し て 悪 影 響 を 与 え な い 。 し た が っ て 、 樹 脂 層 ３ ８ の 形 成 時 に お い て 、 第 １ 及
び 第 ２ の 電 子 部 品 ３ １ 、 ３ ２ の 破 損 等 を 確 実 に 回 避 す る こ と が で き 、 こ の 点 に お い て も 、
信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 以 上 の 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 電 子 部 品 を 埋 設 後 の 基 板 の 上 下 面 を 平 坦 に で き る
た め 、 た と え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 電 子 部 品 を 埋 設 後 の 基 板 ７ １ の 上 面 や 下 面 に 、 複 数
層 に わ た っ て 積 み 重 ね ら れ た ス タ ッ ク ド ビ ア ７ ４ ～ ８ １ を 有 す る 配 線 層 ７ ２ 、 ７ ３ を 積 層
し た 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ７ ０ を 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板
７ ０ に よ れ ば 、 内 蔵 さ れ た 各 電 子 部 品 と ビ ア を 介 し て 接 続 さ れ る 回 路 パ タ ー ン の 高 さ が 均
一 で あ る た め 、 層 間 接 続 す る 際 に 各 部 に か か る 圧 力 が 均 一 と な り 、 各 配 線 層 ７ ２ 、 ７ ３ の
一 括 積 層 に よ る 任 意 層 間 接 続 （ “ 一 括 積 層 ” と は 、 多 層 基 板 を 製 造 す る 際 に 、 あ ら か じ め
回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 各 層 の 接 着 及 び 電 気 的 接 続 を １ 回 の プ レ ス で 行 う こ と を い う 。 ）
を バ ラ ツ キ な く 確 実 に 可 能 と す る こ と が で き る 。 一 括 積 層 に よ る 任 意 層 間 接 続 の 手 法 と し
て は 、 層 間 接 続 部 に 金 属 バ ン プ 、 金 属 ペ ー ス ト バ ン プ 、 及 び 接 着 層 （ プ リ プ レ グ 等 に レ ー
ザ ー ・ ド リ ル 等 で 任 意 の 位 置 の 穴 を 開 け 、 導 電 性 樹 脂 を 充 填 し た も の ） 等 を 利 用 し た 手 法
が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 電 子 部 品 を 埋 設 後 の 基 板 ７ １ の 上 面 や 下 面 が 平 坦 で あ る た め 、 各 配
線 層 ７ ２ 、 ７ ３ の 膜 厚 を 均 一 化 す る こ と が で き 、 積 層 不 良 や 層 間 接 続 不 良 を 防 止 す る こ と
が で き る 。 さ ら に 、 あ ら か じ め 所 定 の 厚 さ 寸 法 に 揃 え ら れ た “ 特 注 ” の 電 子 部 品 を 準 備 で
き な い 場 合 、 言 い 換 え れ ば 、 異 な る 厚 さ 寸 法 を 持 つ 複 数 の 電 子 部 品 し か 準 備 で き な い 場 合
で も 、 各 部 品 と 回 路 パ タ ー ン と を 接 続 す る ビ ア の 深 さ を 均 一 に す る こ と が で き る た め 、 多
層 基 板 の 内 部 に 異 な る 厚 さ 寸 法 の 汎 用 部 品 （ た と え ば 、 積 層 コ ン デ ン サ や イ ン ダ ク タ 、 汎
用 Ｉ Ｃ 等 ） を 同 時 に 使 用 可 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 厚 さ 寸 法 Ｈ ａ の 第 １ の 電 子 部 品 と 厚 さ 寸 法 Ｈ ｂ （ た だ し 、 Ｈ ａ ＜ Ｈ ｂ ）
の 第 ２ の 電 子 部 品 と を 内 蔵 す る 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 に お い て 、 厚 さ 寸 法 Ｘ （ た だ し 、
Ｘ ＝ Ｈ ａ ＋ Ｚ ； Ｚ ＞ ０ ） の コ ア 部 材 に 寸 法 Ｘ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 を 形 成 し て そ の 開 口 に
前 記 第 １ の 電 子 部 品 を 入 れ 、 且 つ 、 前 記 コ ア 部 材 と そ の コ ア 部 材 に 張 り 合 わ せ た 厚 さ 寸 法
Ｙ （ た だ し 、 Ｘ ＋ Ｙ ＝ Ｈ ｂ ＋ Ｚ ） の 絶 縁 樹 脂 層 と に 寸 法 Ｘ ＋ Ｙ に 相 当 す る 深 さ の 開 口 を 形
成 し て そ の 開 口 に 前 記 第 ２ の 電 子 部 品 を 入 れ る こ と を 特 徴 と し た の で 、 厚 さ 寸 法 の 異 な る
二 つ の 電 子 部 品 の 実 装 時 上 面 レ ベ ル を 同 一 の レ ベ ル （ 図 １ の 符 号 Ｌ 参 照 ） に 揃 え る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 冒 頭 で 説 明 し た 第 ２ の 従 来 例 の よ う に 、 基 板 の 表 面 レ ベ ル を 揃 え る
た め の ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 （ 図 ９ の 符 号 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ 参 照 ） を 作 り 込 む 必 要 が な く 、 当 然
な が ら 、 ト ラ ン ジ シ ョ ン 層 の 研 磨 も 必 要 な い の で 、 工 数 の 増 加 を 回 避 し て コ ス ト の 削 減 を
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図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 思 想 を 適 用 し て 製 造 さ れ た 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 の 構 造 図 及 び 内 蔵 電
子 部 品 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 の 工 程 図 （ 第 １ の 工 程 ～ 第 ３ の 工 程 ） で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 の 工 程 図 （ 第 ４ の 工 程 ～ 第 ６ の 工 程 ） で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 の 工 程 図 （ 第 ７ の 工 程 ～ 第 ９ の 工 程 ） で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 思 想 を 適 用 し て 製 造 さ れ た 他 の 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ３ ０ ′ の 構 造 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 層 に わ た っ て 積 み 重 ね ら れ た ス タ ッ ク ド ビ ア ７ ４ ～ ８ １ を 有 す る 配 線 層 ７ ２
、 ７ ３ を 積 層 し た 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板 ７ ０ の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 従 来 例 の 工 程 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ の 従 来 例 の 工 程 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ の 従 来 例 の 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ ０ 　 電 子 部 品 内 蔵 型 多 層 基 板
３ １ 　 内 蔵 電 子 部 品 （ 第 １ の 電 子 部 品 ）
３ ２ 　 内 蔵 電 子 部 品 （ 第 ２ の 電 子 部 品 ）
３ ５ 　 コ ア 部 材
３ ５ ａ 　 開 口
３ ５ ｂ 　 開 口
３ ６ 　 絶 縁 樹 脂 層
３ ６ ａ 　 開 口
６ ０ 　 コ ア 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(12) JP 2004-200201 A 2004.7.15



フロントページの続き

(72)発明者  室田　考俊
            東京都台東区上野６丁目１６番２０号　　　　　　　　　　　　太陽誘電株式会社内
Ｆターム(参考) 5E346 AA02  AA06  AA12  AA15  AA22  AA32  AA43  AA51  BB11  CC01 
　　　　 　　        DD12  DD22  DD32  DD33  EE06  EE07  EE09  EE13  FF01  FF45 
　　　　 　　        GG15  GG17  GG22  GG28  HH32 

(13) JP 2004-200201 A 2004.7.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

